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主題「明日につなごう、未来につなごう ワイズの灯」

副題「今、私たちにできること」

東日本区理事 原 俊彦

沖縄地方は一足先に梅雨入りし、日本列島にも本格的な雨の季節が間もなくやってきます。街路樹は色鮮

やかな新緑に包まれ、桜に代わってさつきの花が心を和ませてくれます。

慌ただしく走り回った一年でしたが、もうすぐそこ、一ヵ月先に最終ゴールが見えてきました。

昨年度、清水理事の下での見習い期間があったものの、実際に理事の立場に立って様々な問題に直面した

時、改めてその責任の重大さと難しさ実感した一年でもありました。これから未だ東日本区大会、横浜国

際大会と大きなイベントが目白押しですが、この一年皆様方から頂いたご指導、ご支援に対して深く感謝

を申し上げます。大会成功に向け引き続きご支援のほどよろしくお願いいたします。

12－1 強調月間： 「評価」

毎年、最終月となる 6 月を東日本区では「評価

の強調月間」としています。各部、各クラブの一

年間の活動を振り返り、実現できたこと、次年度

に持ち越さざるを得なかったこと、新たな課題と

して浮かび上がってきたこと、など次年度に向け

ての新たなステップを踏み出す時、最も大切な事

は一年間のクラブ活動の正しい分析と評価を行う

事です。個人やグループへの表彰などは大きな励

みとなるでしょう。そして次年度に向け、心を一

つに新たな気持ちでスタートしましょう。

12－2 東日本区大会・直前情報

いよいよ富士五湖クラブホストによる第 13 回東

日本区大会が目前に迫って参りました。5 月末現

在の登録者数はお陰さまで、約 420 名と当初目標

とした350名を超える参加者を得る事が出来まし

た。後藤昭子大会実行委員長、望月喜代子会長、

三浦さゆり会計の 3 名の強力な女性スタッフを中

心に、若さあふれるメンバー一同が、準備万端整

えて皆さまのお越しをお待ちしております。

（1） クラブバナーの手配はお済みでしょうか？

当日持参の方、会長の代理でご参加頂く方、く

れぐれもお忘れなきようお願い致します。なお、

バナーセレモニーに関する説明は、5 日（土）

の午前 11 時から 12 時に開催される代議員会の

終わりの部分で行いますのでご参加ください。

（2） 各自の「名札ケース」は必ずご持参下さい。

中に差し込む大会専用ネームカードは、受付

でお渡し致します。ケースをお忘れになった方は

当日お買い上げを頂く事になります。（400 円）

（3） 代議員会・メネットアワー・担当主事会は、

5 日（土）11 時よりスタートします。タイトな時

間割となっていますので時間厳守をお願致します。

12－3 横浜関内クラブ誕生

5 月 22 日（土）、金沢八景クラブと沖縄クラブ

のスポンサーにより今年度 2 つ目の新クラブ・横

浜関内クラブのチャーターナイトが、パンパシフ

ィック横浜ベイホテル東急に於いて行われました。

当日は、横浜ＹＭＣA 田口努総主事をはじめ 90

名にも上る出席者に祝福され、夏日を思わせる素

晴らしい天気の下、新クラブの門出にふさわしい

輝かしいスタートとなりました。

12－4 （仮）長野クラブのチャーターナイト

先月号でお知らせしましたが（仮）長野クラブ

の設立総会は、6 月 26 日（土）14 時（13 時受付）

より 17 時までの予定で長野市内の「ホテル信濃

路」で開催されます。また、チャーターナイトに

付いては、10 月 2 日（土）、場所は同じく「ホテ

ル信濃路」で開催される事が決まりました。時間

など詳細については未定です。

12－5 カナダからのＢＦ代表が来日

５月２０日韓国を経由して、カナダから Thomas

Basil Grasse さん(６５歳)が BF 代表として来日さ

れ、２６日まで東日本区、２７日から西日本区のク
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ラブ訪問をしました。東日本区では関東東部東京北

クラブ、東新部東京世田谷クラブ、湘南・沖縄部横

浜クラブ、あずさ部東京八王子クラブ、富士山部熱

海クラブ・熱海グローリークラブに主なお世話をお

願いしました。タイミング良く横浜関内クラブのチ

ャーターナイトにも出席でき、金沢八景クラブにも

お世話になり、印象深い訪問となったと大変よろこ

んでおられました。

12‐6 甲府クラブ創立 60 周年記念例会

5 月 15 日（土）、甲府クラブの 60 周年記念例会が、

山梨県副知事および甲府市長をはじめ多くのご来賓

の方々をお招きして、甲府市内の岡島ローヤル会館

で開催されました。第一部の公開記念講演では、内

藤いずみ氏による「いのちは希望である―ホスピス

ケアから学んだこと」と題して在宅介護にまつわる

お話を頂きました。患者さんの「いのち」を通して

家族が向き合い、一体となる瞬間の素晴らしさを実

にユーモアたっぷりに語って頂きました。

創立 60 年を経た今でも、地域に根ざした多くの事

業展開を継続させると共に、（仮）長野クラブを新た

に誕生させるなど創立当時の熱い情熱は、脈々と受

け継がれています。今後とも東日本区のリーダーと

して頑張って欲しいと願っています。

12－７ 2010 年横浜国際大会情報

横浜国際大会開催まであと 2 ヶ月に迫りました。

国内外の登録者数は 1,250 名を超えましたが、東日

本区ではまだ登録者がゼロのクラブや各クラブから

寄せられた登録見込者数に達していないクラブもあ

り、今後さらに増えていくことを期待しています。

既に登録された方は周囲の未登録の方への声掛けを

よろしくお願いいたします。

 ＜登録状況＞

5 月 26 日現在の登録状況は以下のとおりです。

東日本区合計：509 名・

北東部：7 クラブ・13 名

北海道部：4 クラブ 45 名

関東東部：9 クラブ・106 名

東新部：9 クラブ・99 名

あずさ部：11 クラブ・102 名

湘南・沖縄部：8 クラブ・58 名

富士山部：10 クラブ・86 名

西日本区合計：351 名

海外合計：395 名。総合計：1,255 名

 ＜早期登録期間終了＞

早期登録期間は 5 月 15 日をもって終わりまし

た。これから登録される方は通常の登録費の

55,000 円が適応されます。また、早期登録期間

に合わせて行われた「登録推進強化キャンペー

ン」も終了いたしました。抽選当選者の発表およ

び豪華賞品贈呈は区大会で行います。

 ＜ゲスト参加＞

1 日単位でゲストの参加ができるようにいたしま

した。大会に友人・知人を誘い、会員増強につなげ

ましょう。食事代等の実費（初日 5,000 円、2 日目

5,000 円、3 日目 10,000 円）で参加いただけます。

大会登録システムとは別の扱いとなりますので、ゲ

ストをお連れになりたい方は東日本区事務所にご連

絡下さい。締め切りは通常の大会登録と同じ 7 月 22

日です。

 ＜聖歌隊募集＞

大会での聖歌隊メンバーを募集しています。出番は

大会 2 日目、3 日目の朝の礼拝です。参加希望者に

は事前に楽譜をお送りし、また、大会初日、2 日目

の夕方等に練習を行います。是非ご応募下さい。

 ＜寄付、広告＞

ユースコンボケーションや大会プログラムをより

充実させるために寄付の受付をしています。また、

大会ロースター(参加者名簿・A4 二つ折り)への広告

掲載も募集しています。お知り合いの企業等にご案

内下さい。またクラブ単位での寄付も是非ご協力く

ださい。

 ＜物産販売＞

大会初日の夏祭り会場、2 日目以降の会場ロビーで

物品・物産を販売しませんか。まだ今ならスペース

があります。早めにお申し込みください。

 ＜IBC への呼びかけ＞

大会では IBC からの参加者とぜひ交流を深めて

下さい。また、IBC からの一層の参加を呼びかけて

ください。海外からの参加者リストがご入用なクラ

ブはご照会下さい。また、大会 3 日目の昼には合同

IBC 締結式も予定しています。大会を機に締結を希

望されるクラブはお申し出下さい。

 ＜国際ユースコンボケーション＞

世界 30数カ国から予測をはるかに上回る申し込み

があり、事務局が悲鳴をあげている状況です。現在

調整中ですが、当初計画 120 名から 150 名規模へ増

加となる模様です。参加国数・人数とも過去最高の

規模です。日本からは東 13 名、西 10 名、合計 23

名の参加が決定し、両区でそれぞれオリエンテーシ

ョンが行われています。国際議会においても、YIA

強化が大きな課題とされ、今回の国際大会でも若者

の参画が強調されることになりました。従来の国際

大会では、土曜日の晩餐会から最終日にかけて若者

が参加していましたが、今回は初日にも IYC 参加者

全員がプログラムを共有する画期的な企画がなされ

ています。多くの若者が国際大会により長く参画す

ることによって、国際大会が大いに盛り上がること

が期待されています。

 上記の詳細は、いずれも東日本区事務所にお

問い合わせ下さい。

12―8 5 月は 4 名の方が入会されました。

横浜関内：内門保典さん、安達慶一さん、

卯柳貴重さん、井筒洋一さん


